
   × 

果たして、生命は地球にのみ 
存在しているのか、それともより普遍な、
宇宙にあまねく存在するものなのか、
二人の講演（各３０分）を受けて 
対談を１時間行います。 

 
人類の宇宙観の変遷 

  生命は地球だけに                                存在するのか？ 

 
講   師  

1995年以来、太陽系以外で続々と惑星の発

見が続き、今では恒星の二つに一つは惑星を

持っていることが明らかになっている。また中

には、海を持ちそうな環境で地球サイズの惑

星も存在している。太陽系外の惑星、特に生

命居住可能な（ハビタブルな）惑星の研究の

現状と今後について、解説する。 

講 演  
太陽系外のハビタブル惑星 

 ９月９日 （日）  
 
１３：００～１５：００ 
 

 
対談 

東京工業大学地球生命研究所（ELSI） 
副所長・教授 

     

日 時 

受講料 
 
３,０００円＋税 

井田 茂 
 名古屋大学大学院理学研究科長・教授 

東京大学カブリIPMU主任研究員 

杉山 直 
 

かつて天動説の時代は、地球が宇宙の中心

であると考えられてきた。現在では、宇宙には

無数とも言える銀河があり、各々の銀河が多

数の恒星や惑星を持つことがわかってきてい

る。人類がどのように宇宙観を変えてきたのか、

解説する。 

講 演 

 
講   師  


